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研修で学んだことを編集に役立てていきます
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昭
和

年
に
竣
工
し
た
大
橋

は
、
大
変
痛
み
が
ひ
ど
く
、

こ
の
ま
ま
で
は
危
険
と
思
わ

れ
る
。
早
急
に
架
橋
更
新
を

し
、
安
全
・
安
心
の
橋
に
す

べ
き
で
、
そ
の
た
め
に
関
係

機
関
に
強
力
に
働
き
か
け
る

べ
き
だ
。

町
長

県
で
は
、

年
か
ら

年
ま
で
の

年
間
で

億

千
万
円
の
補
修
事
業
を
実

施
す
る
予
定
だ
。
河
川
条
件

や
周
辺
土
地
利
用
の
状
況
か

ら
、
現
時
点
で
は
架
け
か
え

は
困
難
で
あ
る
と
の
見
解
だ

が
、
橋
桁
下
の
余
裕
高
が
不

足
し
て
い
る
た
め
、
大
洪
水

を
想
定
し
た
場
合
、
町
と
し

て
は
当
然
架
け
か
え
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
架
け
か
え
に
は

戸
前

後
の
家
屋
移
転
が
必
要
で
あ

り
、
財
政
面
で
も

億
か
ら

億
円
を
要
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
大
橋
を
町
に
移

管
す
る
と
い
う
話
も
あ
り
、

慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。

町
民
の
命
を
守
り
、
安
全
・

安
心
の
た
め
地
区
民
・
町
民

が
一
体
と
な
る
組
織
を
立
ち

上
げ
、
協
議
・
検
討
を
重
ね

コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
た
う
え

で
関
係
機
関
と
早
急
に
話
し

合
う
場
を
持
つ
べ
き
だ
。

町
長

県
で
は
橋
の
長
寿
命

化
修
繕
計
画
を
策
定
し
て
修

繕
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
で
、
そ
の
推
移
を
見
た
う

え
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

建
設
課
長

あ
ま
り
上
部
機

関
に
刺
激
を
与
え
な
い
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

次
年
子
簡
易
郵
便
局
に
つ
い

て
、
地
区
振
興
の
た
め
、
悲

願
に
も
な
っ
て
い
る

ふ
る

さ
と
自
然
館

へ
の
移
転
を

町
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
だ
。

町
長

ふ
る
さ
と
自
然
館
は

地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
施

設
で
あ
る
の
で
、
課
題
を
一

つ
ず
つ
整
理
し
な
が
ら
、
早

期
に
自
然
館
を
最
大
限
活
用

で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修

会
が
開
か
れ
、
広
報
常
任
委

員

名
と
議
会
事
務
局
職
員

名
が
参
加
し
た
。

日
目
は

議
会
広
報

誌
は
本
当
に
必
要
か
？

対
話
と
活
力
あ
る
議
会
広
報

の
た
め
に

編
集
・
レ
イ
ア

ウ
ト
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

議
会
広
報
紙
の
撮
影
方
法
と

表
現
方
法
の
研
修
項
目
に
つ

い
て
、

人
の
講
師
に
よ
る

講
義
を
受
け
た
。
広
報
誌
に

つ
い
て
専
門
的
な
内
容
の
講

義
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
が
極

端
な
ま
で
多
様
化
す
る
現
在

で
も
、
紙
媒
体
の
広
報
は
必

要
だ
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

日
目
は
個
別
広
報
誌
の

ク
リ
ニ
ッ
ク（
内
容
の
評
価
・

指
導
）で
、
全
国
の
町
村
議

員
が
注
視
す
る
中
、

お
お

い
し
だ
議
会
だ
よ
り

の
評

価
・
指
導
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
、

編
集
の

基
本
に
忠
実
で
、
見
出
し
や

レ
イ
ア
ウ
ト
に
メ
リ
ハ
リ
が

効
き
、
読
み
や
す
く
親
し
み

や
す
い

フ
ォ
ン
ト
の
使
い

方
や
ア
ミ
処
理
に
も
優
れ
て

い
る

住
民
登
場
企
画
や
追

跡
な
ど
の
企
画
も
加
わ
る
と

読
み
応
え
の
あ
る
も
の
に
な

る

と
、
さ
ら
に
読
ま
れ
る

広
報
に
す
る
改
善
点
の
指
摘

は
あ
っ
た
が
高
い
評
価
を
受

け
た
。

（
記

遠
藤
）

東
日
本
大
震
災
か
ら
ま

も
な
く

年
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。
千
年
に
一

度
と
い
わ
れ
、
当
町
で
も

停
電
と
断
水
が
長
時
間
続

い
て
、
町
民
生
活
に
直
接

影
響
が
で
た
記
憶
が
生
々

し
く
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
放
送
シ
ス
テ
ム
が
機

能
し
な
か
っ
た
こ
と
で
、

町
民
か
ら
不
満
の
声
が
多

く
聞
か
れ
た
。
そ
こ
で
総

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）は
緊

急
地
震
速
報
、
津
波
警
報
、

弾
道
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
、

人
工
衛
星
か
ら
全
国
に
瞬
時

に
伝
達
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
。

緊
急
速
報
エ
リ
ア
メ
ー

ル

災
害
・
避
難
情
報
は
、

緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
ほ
か
、

町
独
自
の
災
害
・
避
難
情
報

を
携
帯
電
話
に
無
料
で
配
信

す
る
も
の
。

い
ず
れ
の
シ
ス
テ
ム
も
万

一
の
災
害
に
備
え
る
も
の
で

町
民
の
安
全
・
安
心
に
欠
か

せ
な
い
大
切
な
設
備
で
す
が
、

で
き
れ
ば
不
要
の
も
の
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
う
。

（
記

芳
賀
）

研修先
東京都千代田区
全国町村議会広報研修会

調査対象
防災放送システム
─アラート

エリアメール

務
文
教
常
任
委
員
会
の
所
管

事
務
調
査
と
し
て
危
機
管
理

部
門
の
次
の
調
査
を
行
っ
た
。

防
災
放
送
シ
ス
テ
ム
は

火
災
の
場
合
、
消
防
分
署
か

ら
全
町
に
。
通
常
は
役
場
か

ら
全
町
放
送
。
但
し
停
電
の

場
合
は
、
庁
用
車
活
用
で
対

応
。
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大石田町シルバー人材センター
理事長 加賀昭太郎
芳賀 清
国内経済の悪化により運営が厳しい状
況にあるなか、法改正により 一般社
団法人 への移行を予定していますが、
センター運営の財源確保が困難である
ため、 財政支援 と 公共事業の発注
に配慮 をお願いします。


